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社会福祉協議会は、
住民の皆さんの参加と協力によって運営され、
福祉のまちづくりをすすめている民間の福祉団体です。

長柄地区（長柄下・長柄町内会地区）ネットワーク会議〔※1〕では、長柄下町内会及
び長柄町内会の２町内会に加入している全世帯（約1,250世帯）を対象にして、地域
住民が抱える生活課題（福祉ニーズ）や地域の課題などこの地区の実態を把握する
とともに、今後のこの地区での“住民主体の住民同士の助けあい・支えあいの地域
づくりや仕組みづくり”に向けて検討していくための基礎データにすることを目的
に、昨年４～７月に「福祉ニーズ調査」・「地域活動の担い手（協力者）調査」を実施し、
全体で83.3％のとても高い回答率〔※2〕を得ることができました。
「福祉ニーズ調査」では、この地区の地域特性（地域の特徴）や地域住民の皆さん

が日頃感じていらっしゃる地域課題や課題意識などを具体的に把握することができました。また、「地域活動の担い手（協
力者）調査」では、“ぜひ地域活動に協力したい！ 協力できる!!”ととても多くの方々が手を挙げて下さいました。

今後、この地区らしい“住民主体の住民同士の助けあい・支えあいの地域づくりや仕組みづくり”に向けて、「地域活
動の担い手（協力者）調査」で手を挙げて下さった方々との『地域福祉活動（地域のお手伝い）担い手懇談会』を12月
から順次始めました。この懇談会を核として、福祉ニーズ（困りごとなど）の解決や軽減に向けた意見・情報交換、具体
的な取り組みのアイデア出しや企画づくりなどを住民の皆さんとともに進めていく予定です。

詳しい調査結果にご興味・関心のある方は、葉山町社会福祉協議会ホームページをご覧下さい。
ホームページにはこちらからアクセスできます（http://www.hayamashakyo.com）➡

★調査にご回答いただきました地域住民の皆様、調査票の配布及び回収に多大
　なご協力をいただきました２町内会関係者の皆様に深く感謝申し上げます。

長柄下・長柄町内会地区「福祉ニーズ調査」・
「地域活動の担い手（協力者）調査」を実施しました！

～ そして、住民の皆さんとともに新たな取り組みを始めます ～

〔※2〕回答率の内訳
① 調査票配布世帯数 1,236件
② 調査票回答世帯数 1,030件

内
　
訳

調査票A：全世帯共通用 1,026件
調査票B：高齢者（65歳以上の方）がいる世帯用 479件
調査票C：子ども（18歳以下の方）がいる世帯用 289件
調査票D：障害児・者がいる世帯用 60件
調査票E：地域活動の担い手（協力者）調査 698件

調査票回答率（②÷①） 83.3%

〔※1〕長柄地区（長柄下・長柄町内会地区）ネットワーク会議
２町内会地区を１圏域として、地域住民同士の助けあい・
支えあいの地域づくりや仕組みづくり、小地域福祉活動推
進組織の将来的な組織化（ネットワーク化）を進めるため
の協議体で、この地区内の町内会長、民生委員、介護保険
事業所、保育園、サロン活動団体などの有志と葉山町行政
が参画しています。
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外出支援用車両貸出事業

加齢や障害等により、ミニデイサービスやサロン、買い物などのちょっとした外出が１人では難しく家にこもりがちの方が増え
ています。孤立せず社会とのつながりを維持できるよう、介助のコツや送迎活動についての講習を行います。
日　時：第1日目　令和3年2月15日（月）13時～16時30分
　　　　第2日目　　 〃 　 3月 3日（水）13時30分～16時30分
　　　　第3日目　　 〃 　 3月15日（月）9時30分～17時の内、1人90分程度
場　所：第1日目　葉山町福祉文化会館 大会議室
　　　　第2日目　葉山町福祉文化会館 2階 集会室（和室）
　　　　第3日目　葉山町福祉文化会館周辺及び公道
内　容：第1日目　座学（介助の心得・気遣い）と実習（立ち上がり・歩行・階段の

　　　　　　　　介助、車椅子操作、車の乗降介助）
　　　　第2日目　講義（移動サービスの概論、運転の心得、リスクマネジメント等）
　　　　第3日目　運転講習
対　象：原則、葉山町民（第2・3日目は普通自動車免許所持者、第3日目は80歳未満）
参加費：第1日目 無料、第2日目 1,000円（テキスト代）、第3日目 3,000円（運転講習代・修了認定証発行代）
定　員：日程ごとに各24名【先着順】
申込先：葉山町社会福祉協議会　TEL：875-9889　FAX：876-1873　E-mail：hvc@hayamashakyo.com

外出が困難な方の社会参加を目的とし
て、社会福祉協議会所有の福祉車両を貸
出します。７名まで（車椅子１名含む）
乗車可能です。
地域の福祉活動に月３回まで、通院や

外出に月１回までご利用できます。
使用範囲　神奈川県内
使用できる方
運転免許取得後５年経過した25歳以上
75歳以下の方

利用料金
40キロ以内無料
40キロ以上50キロ未満400円
50キロ以上60キロ未満500円
60キロ以上は10キロを超えるごとに
500円+100円を加算

申込・問い合わせ先
葉山町社会福祉協議会
ＴＥＬ：８７５-９８８９
※１か月前より予約が出来ます。

送迎ボランティア養成講座

はやま地域活動ガイドブック 発行しました
町内でボランティア・市民活動を支援する葉山町社会福祉協議会、NPO法人まちづ

くり協会、葉山町教育委員会生涯学習課が協力・連携し、3機関に登録する団体の情報
をまとめ、ガイドブックを発行していますが、最新版を発行しました。

第１部　登録団体の紹介：学習・趣味（文化・スポーツ）、
　　　　環境、生活支援活動、地域づくり活動、社会福
　　　　祉関連活動など
第２部　小地域の福祉情報（身近なエリアでの活動）など

これから何か活動をはじめたい方、ぜひお手にとってください！
●葉山町のホームページからデータ（PDF）で見ることができます。

ホームページにはこちらからアクセスできます→

●ガイドブックの冊子は、上記３機関の窓口でも配布しておりますので、お声
掛けください。

掲 載内容
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年末たすけあい運動助成事業（一般助成／令和元年度助成分）
プレゼンテーション報告会が行われました

町民の皆さまからご協力をいただいている、年末たすけあい運動で集まったお金を活用して、葉山町の福祉のために活動してくれた５つ
の団体の活動報告会が12月11日（金）に行われました。令和元年度に一般助成を受けた団体は５団体。それぞれの活動報告と今後の展望に
ついてプレゼンテーションをしていただきました。

それぞれ、どの団体の取り組みも素晴らしく、様々な活動の横の繋がりを作って行くことが社会福祉協議会の役割です。なお、令和3年
度一般助成の申請団体による公開プレゼンテーションを1月29日（金）10時から葉山町福祉文化会館の大会議室で開催予定となっておりま
す。皆さまのご厚意で集められた大切な募金を有効活用したいと思っておりますので、ぜひご来場ください。

みんなで見守る 葉山の子 見えない障がい〔3年目〕
助成金額：４００，０００円

団体名：【認定NPO法人 オーシャンファミリー】

「葉山っ子すくすく子育てメール」配信事業〔3年目〕　助成金額：１３５，０００円
団体名：【NPO法人 葉山っ子すくすくパラダイス】

こどもの食卓 ～子ども食堂の開催・運営～〔2年目〕
助成金額：１９０，０００円

団体名：【はやま食卓プロジェクト実行委員会】

インクルーシブ造形教室〔3年目〕
助成金額：２００，０００円

団体名：【KIDS ART HAYAMA】

乳幼児の子育て支援 ～自分らしい子育ての塩梅を学ぶ～〔1年目〕
助成金額：２００，０００円

団体名：【一般社団法人 Telacoya921】

〔事業概要〕
子育てに奮闘する多くの子育て中のママ達にあらゆる
子育て情報を提供することを目的に、葉山町内の予防接
種、ぴよぴよ相談、親子参加のイベントなどの情報を毎
月1回メルマガで配信しました。

〔ありがとうメッセージ〕
毎月、葉山の子育て情報をメルマガ「葉山っ子すくす

く子育てメール」で配信しました。今後は自主事業とし
て継続し、私たちの情報誌「Scoo（スクウ）」にURL
をQRコードで掲載します。本当にありがとうございま
した。

〔事業概要〕
発達障がいの子どもなどの余暇活動、子どもとの関わり方に悩む保護者などへの
支援を目的に、「児童デイ結に通う子どもとの自然体験会（海遊び）」と「発達障害
に関する勉強会」を３回開催しました。

〔ありがとうメッセージ〕
葉山児童デイ「結」さんの海遊び、保護者と指導者で発達障がいについて学ぶ勉

強会を３回ずつ行いました。３年目となり、海遊びも勉強会も濃い内容で行うこと
が出来ました。御寄付をいただいた皆様に心より感謝いたします。

〔事業概要〕
子ども（小学生～高校生）の孤食の解消などを目的に、子ども達が集う「子どもの食卓（夕

食）」を年４回（上山口会館、港の灯り（真名瀬）、玉蔵院（一色）、葉山ホテル音羽の森別邸）
開催しました。

〔ありがとうメッセージ〕
2017年より葉山の子ども達を対象としたこども食堂「こどもの食卓」を開催して参りま

した。スタートから備品整備やチラシ制作等、必要な経費を年末たすけあい運動助成によ
りサポートしていただき、昨年度はホームページ制作も行いました。多くの方々にこの活
動を知っていただき、町民の方々の助けあい・支えあいにより、子ども達の「食」と「居
場所づくり」、「子育て負担の軽減」に寄与できればと思います。

〔事業概要〕
障害のあるなしに関わらず、児童も保護者なども交流や自己表現できる場の提供
を目的に、年19回のインクルーシブ造形教室（絵画、木工、紙粘土など）を開催
しました。

〔ありがとうメッセージ〕
障害のある子もない子も「作るの大好き」な子の造形教室としてスタートし、最
近では大人（高齢者）も加わり、交流の場となっています。助成金を活動費の一部
として活用させていただきました。ありがとうございました。

〔事業概要〕
子育て中の親の孤立防止と支援を目的に、子育て支援に関わる一定の専門性を持
つ担い手の育成のための「アンバイサー養成講座（座学と実習）」を22回開催し、
８名の第１期アンバイサー（卒業生）を育成しました。

〔ありがとうメッセージ〕
町民の皆さまの温かい心で成り立つ年末たすけあい募金の助成をいただき、アンバ
イサー養成講座の卒業生１期生を輩出することが出来ました。アンバイサー達が今度
は町民の皆さまへ恩返しをしていきたいと思っております。心から感謝申し上げます。

本助成事業を活用した「子育てメール配
信事業」を含め、団体の活動が高く評価さ
れ、この度、内閣府「チャイルドユース・
サポート章」を受章されました♪
おめでとうございました。
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※高齢者に関する相談窓口　担当地区
　堀内・長柄　　　　　　　　　　　葉山町地域包括支援センター　TEL：877-5324
　一色・木古庭・上山口・下山口　　葉山町地域包括支援センター 清寿苑　TEL：878-8905

お問い合わせ
＜葉山町社会福祉協議会＞

TEL：875-9889 FAX：876-1873 E-mail：shakyo@hayamashakyo.com 

◆法人運営 社会福祉協議会の運営に関する窓口 

◆介護サービスセンター ケアプラン作成・ヘルパー派遣に関する窓口 

TEL：877-1031 FAX：874-9311 E-mail：zaitaku@hayamashakyo.com 

◆はやま住民福祉センター 

福祉に関する相談窓口  

地域活動やボランティア活動に関する窓口  

日常生活自立支援に関する窓口

 

貸付に関する窓口

 
在宅福祉サービスに関する窓口  

◆葉山町地域包括支援センター 高齢者に関する総合相談窓口 

TEL：877-5324 E-mail：houkatsu@hayamashakyo.com 

住所：葉山町一色1437-3　ハビテーション葉山013

様々な検診や児童館情報など、葉山町の子育て情報をお届けします。
QRコードから、空メールを送れば登録完了。個人情報等は不要です。
QRコードを読んで、表示されたメールアドレスに空メールを送ってください。
QRコードが読めない方や、PCでの登録の方は、sukupara-fjoin@5-55.jp へ空
メールを送ってください。
折り返し、『“sukupara” メーリングリストへようこそ』というメールが返って
きたら登録完了です。

葉山すくすく子育てメール配信中！
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の
対
応

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
状
況
下
で
、
新
た
な
取
組
み
と
し
て
「
食
材
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
、

す
で
に
７
５
万
円
を
超
え
る
寄
付
金
や
、
お
米
、
缶
詰
、
調

味
料
等
沢
山
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。
今
更
の
よ
う
に
、

葉
山
町
民
の
皆
様
の
温
か
い
心
情
を
感
じ
た
次
第
で
す
。
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
金
品
は
生
活
に
困
窮
さ

れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
宅
に
配
達
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
活
動
は
引
き
続
き
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
困
り
の

方
は
ご
遠
慮
な
く
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
い
つ
も
申
し
上
げ
て
い
る
事
で
す
が
、
福
祉
に
お

い
て
も
制
度
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
課
題
や
ニ
ー
ズ
が
必

ず
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
地
域
の
方
々
と
共
に
考
え
、
共

に
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
社
会
連
帯
の
考
え
に
立
っ
た
社
会

福
祉
協
議
会
の
使
命
か
と
考
え
ま
す
。

今
年
も
社
会
福
祉
協
議
会
役
職
員
一
同
、
皆
様
の
お
役
に

立
つ
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
国
民
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
の
撲
滅
に
向
け
た
対
応
に

努
力
す
べ
き
こ
と
は
、
忠
実
に
、
誠
実
に
実
施
し
て
一
日
も

早
い
コ
ロ
ナ
禍
の
終
焉
を
目
指
し
て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

新
春
の
ご
あ
い
さつ

会
長
　
山
本
　
牧
人

さまざまな事情から家庭で暮らせなくなった子どもたち。

里親制度は、そんな子どもたちを一定期間自分の家庭に迎え入れ

て温かな愛情と理解を持って養育する、児童福祉法にもとづく制度

です。地域のみなさんに、里親制度について知っていただくことが、

≪子どもたちの支え≫になります！

鎌倉三浦地域児童相談所　☎０４６－８２８－７０５０

みんなに知ってほしい　里親制度

コロナ禍生活食材応援プロジェクト
葉山町にお住まいで新型コロナウイルスの影響により、食べ物に

困っている方や生活に窮迫した方に、月１回、合計３回まで無料で
食料や日用品等をお届けします。ぜひお気軽にご連絡ください。

申込み方法　住所・氏名・連絡先をご記入のうえ電話・メール・
FAXにて社会福祉協議会へ申込みください。

はやま住民福祉センターからのお知らせ
はやま住民福祉センターでは、地域の活動紹介や講座等のお知ら

せを掲載した「はやま住民福祉センターだより」を毎月発行してお
ります。

バックナンバーが本会ホームページにもありますので、ぜひご一
読ください。

誰もが孤立せず安心して地域で暮らし続けるために、日頃地域で福祉活動を
行う地域住民や専門職等が協働し、円滑に課題解決につなげられるよう事例を
通じてコミュニティソーシャルワークの基礎について学びます。

日　　程：1日目（住 民 対 象）令和3年2月28日（日）10：00～15：00
　　　　　2日目（専門職対象）　 〃　 3月 1日（月） 9：30～11：45
場　　所：逗子文化プラザ市民交流センター　2階　第2〜4会議室
講　　師：日本社会事業大学　菱沼　幹男氏、宇都宮短期大学　宮脇　文恵氏
対　　象：1日目：逗子市、葉山町において地域福祉活動に関心のある方
　　　　　　　　　※オンライン参加も可
　　　　　2日目：逗子市、葉山町において対人支援に関わる専門職及びまちづ
　　　　　　　　　くりに関わる行政職員、NPO等　　各日定員40名／先着順
参 加 費：無料
申し込み：2月19日（金）まで

ひきこもり当事者や親の思いや悩み、本人・家族を支援する立場から支援の
現状や実践事例などを聞き、ひきこもり当事者の置かれた状況や生活のしづら
さを理解することで、今後私たちが地域において当事者や家族に寄り添いなが
ら、何ができるのかをともに考えるための学習会です。

日　　程：1日目：令和3年2月16日（火）13：30～16：00
　　　　　2日目： 〃 3月 2日（火）13：30～16：00
場　　所：逗子市役所 5階 会議室
　　　　　※できる限り公共交通機関をご利用ください。自家用車での来場を
　　　　　　ご希望の場合は、申込み時にご相談ください。
講　　師：宇都宮短期大学　宮脇　文恵氏　他
対　　象：逗子市及び葉山町に在住する地域福祉活動に関心のある方、専門職
　　　　　等／定員40名（先着順）※オンライン参加も可
参 加 費：無料
申し込み：2月8日（月）まで

地域で互いに支え合うための基本を
学ぼう！
～コロナ禍でどう動くか～

個別支援と地域支援を結びつける
事例検討の進め方
～逗葉地区コミュニティソーシャルワーク基礎研修～

ひきこもり当事者の願いや思いに寄り
添い、私たちにできることとは？

～逗葉地区　地域支え合い学習会～

上記期日までに氏名・住所・電話番号を明記の上、電話・FAX・メールにてはやま住民福祉センターまでお申込みください。

専門職対象

住民対象
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